
医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。  

「使用上の注意」の改訂に関するお知らせ 
2026 年 6 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
このたび、上記の弊社製品につきまして、「使用上の注意」の一部を改訂いたしました。ご使用に際しましては、

改訂後の各項を十分ご参照くださいますようお願い申しあげます。 
また、今後とも弊社製品のご使用に当たって、副作用等の治療上好ましくない事象をご経験の際には、弊社まで

できるだけ速やかにご連絡くださいますよう、併せてお願い申しあげます。 
 
 
 
 

1. 改訂内容 
以下のとおり自主改訂いたしました。 
 相互作用相手薬記載との整合のため、「禁忌」及び「併用禁忌」の項に、「ボルノレキサント」、「パロバロ

テン」及び「ロナファルニブ」を追記いたしました。 
 「その他の副作用」の項の「血管浮腫」を「血管性浮腫」に記載整備いたしました。 

 
 
 
 
 
 

2. ＤＳＵ掲載 
使用上の注意改訂情報は、2026 年 7 月発行の「医薬品安全対策情報（DSU）No.346」に掲載されます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
お問合せ先：日本ジェネリック株式会社 

安全管理部 TEL：03-6684-2467 
 
 
 

 

 

  

製造販売元 日本ジェネリック株式会社 

今回の使用上の注意改訂等を反映した電子化された添付文書情報につきましては、以下よりご確認ください。 
・日本ジェネリック株式会社 医療関係者向けサイト（https://medical.nihon-generic.co.jp/） 
・医薬品医療機器総合機構ホームページ(https://www.pmda.go.jp/) 
・「添文ナビ®」にて個装箱等に表示の GS１バーコードを読み取る。 
「添文ナビ®」のインストールや使用方法は日薬連のホームページをご覧ください。
（http://www.fpmaj.gr.jp/Library/eMC/） 
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ボリコナゾール錠「JG」 



 
 

 

3. 改訂箇所(抜粋)                              （改訂箇所：    部） 

改 訂 後 改 訂 前 
 
2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 
2.1 次の薬剤を投与中の患者：リファンピシン、リファブチ

ン、エファビレンツ、リトナビル、ロピナビル・リトナビ
ル、ニルマトレルビル・リトナビル、カルバマゼピン、バ
ルビタール、フェノバルビタール、ピモジド、キニジン、
イバブラジン、麦角アルカロイド（エルゴタミン・無水カ
フェイン・イソプロピルアンチピリン、ジヒドロエルゴタ
ミン、エルゴメトリン、メチルエルゴメトリン）、トリアゾ
ラム、チカグレロル、アスナプレビル、ロミタピド、ブロ
ナンセリン、スボレキサント、リバーロキサバン、アゼル
ニジピン、オルメサルタン メドキソミル・アゼルニジピ
ン、ベネトクラクス（再発又は難治性の慢性リンパ性白血
病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用量漸増期）、アナモ
レリン、ルラシドン、イサブコナゾニウム、フィネレノン、
エプレレノン、ボクロスポリン、ボルノレキサント、マバ
カムテン、パロバロテン、ロナファルニブ［10.1 参照］ 

2.2 〈変更なし〉 
2.3 〈変更なし〉 

 
2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 
2.1 次の薬剤を投与中の患者：リファンピシン、リファブチ

ン、エファビレンツ、リトナビル、ロピナビル・リトナビ
ル、ニルマトレルビル・リトナビル、カルバマゼピン、バ
ルビタール、フェノバルビタール、ピモジド、キニジン、
イバブラジン、麦角アルカロイド（エルゴタミン・無水カ
フェイン・イソプロピルアンチピリン、ジヒドロエルゴタ
ミン、エルゴメトリン、メチルエルゴメトリン）、トリアゾ
ラム、チカグレロル、アスナプレビル、ロミタピド、ブロ
ナンセリン、スボレキサント、リバーロキサバン、アゼル
ニジピン、オルメサルタン メドキソミル・アゼルニジピ
ン、ベネトクラクス（再発又は難治性の慢性リンパ性白血
病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用量漸増期）、アナモ
レリン、ルラシドン、イサブコナゾニウム、フィネレノン、
エプレレノン、ボクロスポリン、マバカムテン［10.1 参照］ 

2.2 〈省略〉 
2.3 〈省略〉 

10. 相互作用 
10.1 併用禁忌(併用しないこと) 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
〈変更なし〉 

ボクロスポリン 
（ルプキネス） 

［2.1 参照］ 
〈変更なし〉 〈変更なし〉 

ボルノレキサント 
（ボルズィ） 

［2.1 参照］ 

本剤との併用により、
ボルノレキサントの
血中濃度が上昇し、作
用が増強するおそれ
がある。 

本剤はボルノレ
キサントの代謝
酵素（CYP3A
4）を阻害する。 

マバカムテン 
（カムザイオス） 

［2.1 参照］ 
〈変更なし〉 〈変更なし〉 

パロバロテン 
（ソホノス） 

［2.1 参照］ 

本剤との併用により、
パロバロテンの血中
濃度が上昇し、副作用
が増強するおそれが
ある。 

本剤はパロバロ
テンの代謝酵素

（CYP3A）を阻
害する。 

ロナファルニブ 
（ゾキンヴィ） 

［2.1 参照］ 

本剤との併用により、
ロナファルニブの血
中濃度が上昇し、副作
用が増強するおそれ
がある。 

本剤はロナファ
ルニブの代謝酵
素（CYP3A）を
阻害する。 

 

10. 相互作用 
10.1 併用禁忌(併用しないこと) 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 
〈省略〉 

ボクロスポリン 
（ルプキネス） 

［2.1 参照］ 
〈省略〉 〈省略〉 

マバカムテン 
（カムザイオス） 

［2.1 参照］ 
〈省略〉 〈省略〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11.副作用 
11.2 その他の副作用 

 5%以上 1～5%未満 1%未満a） 頻度不明 

〈変更なし〉 

皮膚及び
皮下組織
障害 

 皮膚乾燥、湿
疹、紅斑、結節
性紅斑、発疹、
毛髪変色、光線
過敏性反応、多
汗、そう痒症、
丘疹、皮膚落屑 

蕁麻疹 顔面浮腫、斑
状 丘 疹 状 皮
疹、脱毛症、
剥 脱 性 皮 膚
炎、紫斑、固
定 薬 疹 、 乾
癬、血管性浮
腫、皮膚エリ
テ マ ト ー デ
ス、偽性ポル
フィリン症 

〈変更なし〉 
 

11.副作用 
11.2 その他の副作用 

 5%以上 1～5%未満 1%未満a） 頻度不明 

〈省略〉 

皮膚及び
皮下組織
障害 

 皮膚乾燥、湿
疹、紅斑、結節
性紅斑、発疹、
毛髪変色、光線
過敏性反応、多
汗、そう痒症、
丘疹、皮膚落屑 

蕁麻疹 顔面浮腫、斑
状 丘 疹 状 皮
疹、脱毛症、
剥 脱 性 皮 膚
炎、紫斑、固
定 薬 疹 、 乾
癬 、 血 管 浮
腫、皮膚エリ
テ マ ト ー デ
ス、偽性ポル
フィリン症 

〈省略〉 
 

(2026 年 6 月改訂)  


